
別表 プロポーザル審査基準表 

No. 審査項目 審査基準 配点 

1 業務実績 

業務実績（様式第３号）により、平成 27年度以降に完了した業務のう

ち、地方公共団体、国、地方共同法人下水道事業団が発注した以下の

業務の実績があるか。 

 ・下水処理場の実施設計業務（新規整備、再構築、大規模改修） 

 ・PPP/PFI手法検討業務 

 ・要求水準書等作成のアドバイザリー業務 

 ・技術提案審査等に係るアドバイザリー業務 

（実績１件につき３点） 

15 

2 実施体制 

配置予定技術者調書（様式第４号から様式第４号－５）及び実施方針

（任意様式）により、本業務を履行する上で必要かつ十分な実施体制

が構築されているか。 
16 

①実施体制表（組織図） (記載内容に応じて採点最大６点） 

②実務経験と資格の有無 (記載内容に応じて採点最大 10点) 

3 理解度 

実施方針（任意様式）及び業務工程表（様式第９号）により、本市下

水道事業として安定的で低炭素な汚泥処理を目指す中で、本事業の目

的や課題、スケジュール等を理解しているか。 

20 
①汚泥処理検討の方向性 (記載内容に応じて採点最大５点) 

②再構築事業を進める上での課題 (記載内容に応じて採点最大５点) 

③業務工程表の作成 (記載内容に応じて採点最大５点) 

④進捗管理 (記載内容に応じて採点最大５点) 

4 提案内容 

技術提案書（任意様式）により、以下の内容を含めた任意の４項目が

提案されているか。 

・本業務の進め方及び留意点とその対応策 

・より効果的な業務成果となるよう提案する作業内容 

（記載内容に応じて採点 １項目につき最大６点） 

24 

5 見積内容 

見積書（任意様式）により、本業務を実施するにあたり、本市が想定

している作業内容や提案による追加の作業内容を考慮した上で経済的

な見積となっているか。 
25 

①見積内容（作業内容や単価） (見積内容に応じて採点最大 10点) 

②経済性 (価格水準により採点最大 15点) 

合計 100 


